
情報関係基礎

問 題 選 択 方 法

第 1 問 必    答

第 2 問 必    答

第 3 問

1解督3密督|『
を選択し,

第 4問
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情報関係基礎

第 1問 は 答問題)

次の問い(問1～ 3)に 答えよ。 (配点 30)

問 1 次 の記述 a～ eの 空欄  ア  ～ 匡 コ ]に 当てはまる数字をマークせよ。

a 二 つの 10進 数 31と  ア イ の 和を2進 数で表すと 111111で ある。

b 任 意の 8桁 の 2進 数は  ウ  桁 の 16進 数で表すことができる。それよ

リーつでも少ない桁では表せない場合がある。

99や AAの ように各桁が同じである 2桁 の 16進数で表 され る数は,

エオ の 倍数である。ただし, 匡玉オ ]は 10進数で表された 2以 上の数

とする。

d コ ンピュータで色を表現するのに,光 の三原色である赤,緑 ,青 それぞれ

の明るさの組合せを利用する方法がある。例えば,三 原色それぞれの明るさ

を 2ビ ットで表せば,各 色について4段 階の明るさを表現できるので最大で

64色 を表す ことができる。この方法では,三 原色それぞれの明るさを

カ  ビ ットで表せば最大で4096色 を表すことができる。

e 横 10 2 4個,縦 76 8個の画素で構成された画像は, 1画素あた りの情報を

32ビットで表すと  キ  Mバ イ トのデータとして保存される。このよう

な画像を 1秒間に 30枚表示 して再生される動画を4秒 間録画 した場合,

クケコ Mバ イ トのデータとして保存 される。ただ し, 1バ イ ト=8

ビット, lKノ イヾ ト=1024ノ イヾ ト, lMノ イヾ ト=1024Kノ イヾ トとする。 ま

たデータの圧縮はせず,画 像以外の情報については考えない。

一- 32 -一
(2606-32)



情報関係基礎

問 2 次の記述a～ eは,コ ンピュータにおける様々な情報の表し方や処理に関し

て述べたものである。それぞれの記述に最も関連の深い語句を,下 のそれぞれ

の解答群のうちから一つずつ選べ。

コンピュータ上で負の整数を扱う場合に用いられる表現の一つ。  サ

コンピュータ上で文字を扱うときに用いられる,文 字に対応づけられた番

号。 シ

c 音 をコンピュータで取り扱うために,マ イク等で得られた音の信号を,一

定の時間間隔で取得すること。  ス

d 線 や多角形などを座標や長さなどの数値データで表し,そ れらを組み合わ

せて図を表現する方法。  セ

e 文 書や画像などのファイルのサイズを小さくするために,一 定のルールに

基づいてファィルの内容 (データ)を変換する処理。  ソ

サ ・E至=コの解答群

ス  ～
E至 =コ

の角零答群

ａ

　

　

ｂ

◎ 文字コード

② 素 数

④ フォント

0 補 数

③ 浮動小数点数

⑤ Q R コード

② ベクタ(ベクトル)表現      ③  解像度

◎ 伸 張

④ D/A変換

⑥ ラスタ表現

0 標本化(サンプリング)

⑤ 圧 縮

⑦ アナログ表現
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情報 関係基礎

問 3 次 の文章を読み,次 ベージのa～ cの空欄  夕  ～ Eテ コ に入れるのに

最も適当なものを,次 ページのそれぞれの解答群のうちから一つずつ選べ。

5行 21列のタイル状の模様を用いて文字列を表し, このような模様にかざ

すことで元の文字列を認識できる機器があるとする。例えば,こ の機器を次の

模様にかざせば, この模様が表す dnc.ac.jpを 認識できる。

dnc.ac.jpの ような文字列から,そ れを表す模様を作るには,各 文字に対

応するパターンを図 1か ら読み取り,左 端から順に配置する。文字列が 21文

字に満たない場合は,模 様のなかのパターンで埋まっていない部分を*に対応

するパターンで埋める。dnc.ac.jpの 場合,左 か ら10列目以降は *に対応

するパターンで埋まる。この方法では右端の文字が *となる文字列を表現でき

ない。そこで,右 端の文字が *となる文字列は扱わないこととする。

このように作られた模様に機器をかざすことで,元 の文字列を認識できる。

文字 とパターンの対応図 1
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a 次 の模様にこの機器をかざすと 夕  が 認識される。

b sakurasaku:に 対応する模様を紙に印刷したものを机上で 180度回転し

た模様は, チ  と 認識される。

c こ の機器を改良して模様の向きを自動的に認識したい。  ツ  案 は目的

を達成できる。また,「文字列の左端 に *を 使 うことを禁止す る」案 と

テ  案 はいずれも単独では目的を達成できないが,そ れらを併用するこ

とで目的を達成できる。

夕  の 角卒答群

チ  の 角卒答群

ツ ・Eテコの解答群

Ｏ

③

⑤

◎

②

④

have.a.good.time

have〓 a〓gooditime

have*a*nュ ce*day

havetta*good*time

have.a.n■ ce.day

have=a=n■ ce=day

Ｏ

③

⑤

Ｏ

◎

②

④

⑥

sakurasaku!

!ukasarukas

**********sakurasaku:

**********!ukaSarukas

jakfraゴakfx

Xfkaゴarfkaj

**********ゴakfrajakfx

**********xfkaゴ arfkaづ

◎

Ｏ

②

③

④

「文字列の左から11個目は必ず !とする」

「文字列の左から5個 目と 17個日は必ず *とする」

「文字列の右端の記号は必ず :とする」

「文字列を 20文字以下に制限する」

「文字列を20文字以上に制限する」
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情報関係基礎

第 2問  ひ 答問題)

次の文章を読み,下 の問い(問1～ 3)に答えよ。 (配点 35)

商品の受注情報を管理する受注管理シ

ステムがある。受注情報は,表 1に示す

ように,番 号,受 注先,商 品,個 数,受

注日の各項目から構成される。受注先は

A , B , C の いずれ か で あ り, 商 品 は

X,Y,Zの いずれかである。

受注管理システムには,検 索式を用い

て受注情報を検索した結果を表示する機

能がある。検索式とは,個 数≧ 5の よう

に検索条件を記述した式である。なお, こ

表 1 受 注情報一覧 1

こでは受注 日はすべて同一年とする。

・ 基本的な検索式は次のとおりである。

(1)あ る項目がある値に一致する受注情報を検索するには,項 目名=値 とする。

例 :商品Yの 受注情報を検索するには,商 品=Yと 記述する。

(2)項 目が個数または受注日であるときには,=の 他に >,<,≧ ,≦ を使っ

て,個 数の大小関係または日付の前後関係を表現することができる。

例 :5月 9日以前の受注情報を検索するには,受 注日≦ 5/9と記述する。

・ 検索式とAND,OR,NOTを 組み合わせることによって,よ り複雑な検索式

を構成できる。

(1)AND(検 索式 1,検 索式 2)と記述することで,二 つの検索式の両方が成 り

立つ受注情報を検索することができる。

(2)OR(検 索式 1,検 索式 2)と記述することで,二 つの検索式のうち少なくと

も一つが成り立つ受注情報を検索することができる。

(3)NOT(検 索式)と記述することで,検 索式が成 り立たない受注情報を検索す

ることができる。

- 36 -                              (2606--36)

番 号 受注先 商品 個数 受注 目

１
■
　
　
　
（ソ
匂
　
　
　
９
０
　
　
　
刀
生
　
　
　
医
Ｊ
　
　
　
浸
Ｕ

A

C

A

A

B

B

X

Y

X

Y

Y

Z

10

1

5

20

5

2

4/26

4/26

4/27

5/7

5/8

5/9



1青報 関係基礎

(4)OR ttND(検 索 式 1,検 索 式2),NOT(検 索 式 3))のよ うに,AND,

OR,NOTを 複数組み合わせて記述し,受 注情報を検索することもできる。

問 1 次 の記述 a～ dの空欄  ア  ～ 匡 ク ]に入れるのに最も適当なものを,

下の解答群のうちから一つずつ選べ。ただし,同 じものを繰り返し選んでもよ

い 。

a 受 注日が4月 26日の受注1青`報を検索する場合の検索式は,

受注日  ア  4/26で ある。

b  商 品 Yに ついて,受 注先が C以 外の受注情報を検索する場合の検索式

は, イ ( E 豆 コ 便 注先= C ) , 商 品= E エ
コ ) である。

c 検 索式 NOT(AND(個 数≧ 5,個 数≦10))で検索した。この検索式と同じ

結果 を得るためには,OR lfB数 匡 オヨ
5,個 数 E力 ]10と して もよ

d 表 1に 対 して検索式  キ  (受 注先=A,受 注 日匡 互王卜/7)で検索 し

た。その結果,番 号 1, 3の 受注情報が表示された。

ア  ～ E豆 =コ
の角客答群

◎ AND

④ >

③ X

0 0 R

⑤ <

◎ Y

② NOT

⑥ ≧

③ Z

一一　
　
≦
一

③

⑦
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情報 関係基礎

問 2 次 の文章を読み,空 欄Eケ コ
～

匡 シ ]に入れるのに最も適当なものを,

下の解答群のうちから一つずつ選べ。

新たな受注情報一覧を表2に示す。受注先はA, B, C,商 品はX,Y,

のいずれかである。

表 2 受 注情報一覧 2

番 号 受注先 商品 個 数 受注 日

１
上
　
　
　
（ソ
０
　
　
　
９
０
　
　
　
刀
仕
　
　
　
医
Ｊ
　
　
　
父
Ｕ

ケ

B

C

サ

B

B

X

ヨ

Z

X

シ

Y

20

15

3

30

5

12

5 / 1 1

5/12

5/13

5/14

5/15

5/19

表 2に対して,次 の検索式 Pお よび検索式Qで 検索を行った。

検索式P  AND(受 注先=B,NOT(OR(商 品=L商 品=Z)))

検索式Q  AND(NOT(受 注先=C),OR(商 品=Z,受 注日≦ 5/14))

その結果は,以 下のとおりであった。

・ 検索式Pで 検索 した結果,表 示された受注情報の番号は 1,2で あっ

た。

・ 検索式Qで 検索した結果,表 示された受注情報の番号は 1,2,4,5

であった。

ケ ～Eシヨの解答群
◎ A  ① B  ② C  ③ X  ④ Y  ⑤ Z
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1青報関係基礎

問 3 次の文章を読み,空 欄 ス  ～ Eソ コ に入れるのに最も適当なものを,

下の解答群のうちか ら一つずつ選べ。ただし, ス   ・
E亜 三コ

の解答の順

序は問わない。また,空 欄  夕  ・ 匡 王 コ
に当てはまる数字 をマークせ

よ。

新たな受注情報一覧を表 3に 示

す。受注先 はA,B,C,商 品 は

X,Y,Zの いずれかである。

表 3に 対 して,次 の検索式 Rお

よび検索式 Sで 検索 した結果をも

とに,考 えられる表中の(a),(b),lC)

の組合せを調べることにする。

表 3 受 注情報一覧 3

番 号 受注先 商品 個数 受注 日

は

　
Ａ
　

偽

Ｘ

　

Ｘ

　

に

5/20

5/21

5/22

検索式R  AND(受 注先=A,商 品=X)

検索式S  AND(受 注先=B,NOT(商 品=Yl)

検索した結果,表 示された受注情報の件数が検索式 Rで は 2件 ,検 索式 S

では 1件だった事例を考える。

。 (a)をAと 仮定した場合の(b),0の 組合せは,  ス  ま たはEセ コ と

なる。

・ (a)をBと 仮定した場合の(b),0の 組合せは,  ソ  と なる。

・ 同様に(a)をCと 仮定した場合も考える。

以上のことから,(a),(b),0の組合せの総数は,  夕  通 りとなる。

次に,検 索した結果,表 示された受注情報の件数が検索式 Rで は 2件 ,検

索式 Sで は 0件 だった事例を考える。この場合の(a),(b),(C)の組合せの総数

は,  チ  通 りとなる。

ス  ～
E至 =コ

の解 答群

⑥ A , X  O A , Y  ② A , Z  ③ B , X  ④ B , Y

⑤ B , Z  ⑥ C , X  ⑦ C , Y  ③ C , Z
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情報関係基礎

第 3問  罐 択問題)

次の文章を読み,下 の問い(問1～ 3)に 答えよ。 (配点 35)

2以 上の整数で, 1と その数 自身以外に約数をもたない数を,素 数 という。ま

た,整 数を,例 えば,

42=2× 3× 7

のように,素 数の積の形にすることを素因数分解 という。

表を利用 して,2～ 100の整数が素数であるかどうかを判別する方法について考

え,さ らに,100を 素因数分解することを考える。

問 1 次 の文章を読み,空 欄  ア  ～ Eキ ]に 当てはまる数字をマークせよ。

2～ 100の整数のうち, どの数が素数であるかを判別するために,以 下の手

順により判別表を作成する。

(a)表 1に示すように, 2～ 100の番号と,そ れぞれの番号に対応する値の欄

をもつ判別表を用意する。判別表の値の欄を,す べて 0に初期化する。

(b)0の 値に対応する番号のうち,最 も小さい番号を夕,とする。

″の倍数の番号に対応する値の欄を,す べて タタに書き換える。

(C)値 の欄に 0が なくなるまで(b)の手順を繰り返して,判 別表を完成させる。

表 1 判 別表の初期状態

番 号 4 5 6 7 9

イ直 0 0 0 0 0

十- 40 -―
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1青報 関係 基 礎

前ページの手順に従うと,以 下のように判別表が作成される。初期状態で

は,0の 値に対応する番号で,最 も小さい番号は 2で ある。 2の 倍数(2,

4,… ,100)の番号に対応する値の欄を,す べて 2に書き換える(表2)。

次 に, 0の 値 に対応する番号で,最 も小さい番号は 3な ので,3の 倍数

(3,6,… ・,99)の番号に対応する値の欄を,す べて 3に書き換える(表3)。

続いて,  ア  の 倍数の番号に対応する値の欄を,す べて 匡 ア ]に 書き

換え,さ らに続いて,  イ  の 倍数の番号に対応する値の欄を,す べて

イ  に 書き換えることになる。

最後に書き換えが行われるのは, ウ エ の 番号に対応する値の欄である。

ウエ の 番号に対応する値の欄を圧豆 工 ]に 書き換えて,判 別表が完成す

る。

完成 した判別表は,表 4に 示す とお りである。 このとき,98の 番号に対応

す る値 の欄 には  オ  が 書かれてお り,99の 番号 に対応す る値 の欄 には

カキ が 書かれている。表 4に おいて,番 号と値 とが一致 しているものが,

素数である。

表 2 2の 倍数の番号に対応する値の欄を,す べて 2に 書き換えた後の判別表

表 3 3の 倍数の番号に対応する値の欄を,す べて 3に 書き換えた後の判別表

表 4 完 成した判別表

番号 2 4 5 7

値 2 0 2 0

番号 2 4 5 7

値 2 0 3 2 0

番号 2 4 5 6

イ直 2 5 3 □ □ 5
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情報関係基礎

問 2 次の文章を読み,空 欄 ク  ～ Eシ ヨ に入れるのに最も適当なものを,

次ページの解答群のうちから一つずつ選べ。ただし,同 じものを繰り返し選ん

で もよい。

2～ 100の整数が素数であるかどうかを判別する手続きを作成したい。

問 1で示 した判別表を,配 列 Yakusuを 用いて表す。判別表の番号を西己列

Yakusuの 添字で,判 別表の値を配列 Yakusuの 要素で表す。判別表を初丹l化

する手続きは,図 1の とおりである。

図 1 判 別表を初期化する手続き

判別表を作成する手続きは,図 2の とおりである。この手続きでは,ま ず,

添字が 2の倍数であるすべての要素に,2が 代入される。続いて,添 字が 3の

倍数,  ア  の 倍数,匡 王亘ヨ の倍数であるすべての要素に,そ れぞれ,

3, ア  ,匡 王亘ヨ が,順 次,代 入される。

図 2 判 別表 を作成す る手続き

一- 42 -一

( 0 ■)

( 0 2 )

( 0 3 )

土を 2 から■o o まで ■

I  Yakusu[i]- 0

を繰 り返す

ずつ増やしながら,

( 0 4 )

( 0 5 )

( 0 6 )

( 0 7 )

( 0 8 )

( 0 9 )

(■0 )

(■■)

(■2 )

ユ を 2 か ら■O o まで

もしYakusu[ユ ]

■ずつ増やしながら,

= ク  な らば

ゴ← i

ゴ≦
□

の間,

Yakusu[ゴ ]―  i

j← □

を

繰 り

を繰 り返す

実行する

返す
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図 2の 手続きを実行 した結果,

ものが,素 数である。 したがって,

を判別 して印刷する手続きは,図

1青報 関係基礎

配列Yakusuの添字と要素が一致している

2～100の整数のうちで,素 数であるもの

3のように記述できる。

図 3 素 数を判別して印刷する手続き

ク  ～ E シ ヨ
の解答群

( 0■)～

( 0 4 )～

(■3 )

(■4 )

(■5 )

(■6 )

(■7 )

( 0 3 ) (図

(■2) (図

土を

1 判 別表を初期化する手続き)

2 判 別表を作成する手続き)

2か ら■00ま で ■ずつ増やしながら,

もしYakusu[i]==  サ   な らば

|    シ
  を F口用Jする

を実行する

を繰 り返す

◎ 0

③ ・00

⑥  i + ・

◎  j + ・

0 ・

④ ユー・

② ユ* 土

③ j * 2

② 2

⑤ i

③ j + ユ

⑤ Yakusu[j]

- 4 3 -
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情報 関係基礎

問 3 次 の文章を読み,空 欄  ス  ～ Eソ コ に入れるのに最も適当なものを,

次ベージのそれぞれの解答群のうちから一つずつ選べ。また,空 欄  夕  ～

ツ  に 当てはまる数字をマークせよ。

2以上の整数を素因数分解するには,商 が 1になるまで,次 々と約数である

素数で割っていけばよい。

42ページの図 2の手続きを実行 した結果,配 列 Yakusuの それぞれの要素

には,添 字の約数のうちで  ス  が 入っている。よって, この配列 Yakusu

を利用すれば,素 因数分解することができる。図4は ,100を 素因数分解する

手続きである。

図4 100を 素因数分解する手続き

( 0■)～

( 0 4 )～

(■3 )

(■4 )

(■5 )

(■6 )

(■7 )

(03)(図 1 判 別表を初期化する手続き)

(■2)(図 2 判 別表を作成する手続き)

k く← ■0 0

セ の問,

Yakusu[k]を 印吊けする

k ←  ソ

を繰 り返す

一- 44 -一
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図4の 手続きを実行すると,変 数 kの 値は,

1青報関係基礎

■oO→  タ チ → …・→ ■

と変化し,行 (■5)は  ツ  回 実行される。

ス  の 角弔答群

②

⑤

０

０

◎

③

最も大きい整数

最も小さい整数

最も大きい素数

最も小さい素数

最も大きい偶数

最も小さい偶数

◎

②

④

k > ■

k≧≧■o o

k'>Yakusu[k]

Ｏ

③

⑤

k = 2

k > 2

Yakusu[k]

◎

②

④

k ― ■

k / 2

k * k

Ｏ

③

⑤

k + ■

k/Yakusu[k]

k*Yakusu[k]

- 4 5 -
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情報関係基礎

第 4問  催 択問題)

使用する表計算ソフトウェアの説明は,52ペ ージに記載されている。

次の文章を読み,下 の問い(問1～ 3)に答えよ。 (配点 35)

ある学校のボランティア部に所属するSさ んは,車 いすでも段差を上がれるよ

うに,校 内にある段差に,「高齢者,障 害者等の移動等の円滑化の促進に関する法

律」に基づいた傾斜路 (以下,ス ロープという)が設置できるかを調べることにし

た。法律では,次 の条件を満たすよう定められている。

高 齢は 平距離に対する高さの割合,図 1及び図 2の
十

)は,号 を超えない

こと。ただし,段 の高さが 0 .路m以 下のものにあっては,キ を超えないこと。」

Sさ んは,図 1のように段差に対して,正 面から上がるスロープ(直進ス回
五百!

と,図 2の ように段差と平行に設置し,上 端に車いすが方向転換するための踊 場

があるスロープ(平行ス回―プ)の設置を検討することにした。具体的には,法 律の

条件に適合した,次 の 3種類のスロープ(いずれも幅は 1.5m)が設置できるかを検

討する。

① 勾酉己
号

の直進ス回―プ。下端の踊場は 1 . 5 m四方。

② 勾配
キ

の直進ス回―プ。下端の踊場は 1 , 5 m四方。

段の高さ(図1の ん)が 0。16m以 下。

③ 勾配
号

の平行ス回―プ。上端及び下端の踊場は ■5 m四 方。

なお,実 際のスロープ設置には,さ らに厳しい条件や周囲の状況による制約があ

るが, ここでは設置するためのスペースがあるかどうかだけを考えることとする。

図 1 設 置検討スペースと直進スロープ 図 2 設置検討スペースと平行スロープ

―- 46 十一
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1青報 関係基礎

問 1 次の文章の空欄 ア  ～ Eオ コ に入れるのに最も適当なものを,下 のそ

れぞれの解答群のうちから一つずつ選べ。ただし,同 じものを繰り返し選んで

もよい。

最初に,校 内の主な段差について,段 の高さ(図1及び図 2の 力)と,段 差周

辺にあるスロープ設置を検討するスペース(図1及び図 2の グとブ)をそれぞれ

計測し,用 意した表 1ワークシー ト距離計算表に入力した。

表 1 ワ ークシー ト距離計算表

A / / C / D / E / F / G

勾配の逆数 保健室 更衣室 図書室 I)C教室 食 堂

段の高さ ん〔lll〕 0.35 0.40

設置検討スペースにおけるす〔nl〕 2.50

設置検討スペースにおけるメ〔nl〕 6.00

勾配
号

の直進スロープ『E離′m胡

勾配キの直進スロープ『巨離′m司 4.30

勾配号の平行スロープロ巨離″lllll

次に,勾 配
号

と
キ

の直進ス回―プの設置に必要な距離個 1の r )を計算

することにする。そのためには,図 1の たの距離を計算しなければならない。

「勾配= 十 」であることか ら, たは 陶 配の逆数×ん」で求める ことができ

る。そ こで,B5番 地 とB6番 地 にそれぞれの勾配の逆数を入力した。さらに

表 1の c5番 地 に計算 式 ア  *[イ ]+匡 ウコ を入 力 し,セ ル 範 囲

D5～ C5と セル範囲 C6～ G6に 複写した。

さらに,直 進ス回―プの設置に必要な距離をもとに,勾 配
:歩

の平行ス回一

プの設置に必要な距離 (図2の 角)を計算するために,表 1の c7番 地に計算式

工  +E正
三コ

を入力 し,セ ル範囲 D7～ G7に 複写 した。

ア ,□ ,□ 鋼 舗

イ ,Eエコの解答群

◎  B 5

④ O。■5

O  B母 5

⑤ O . 3

C )  串 B5

⑥ ■. 5

③   串B串5

② 3 . 0

◎   C2

0  C 5

C) CⅢ2

() やC尊5

に) 串C2

⑥  C 6

() 串 C串2

C) や C守6

- 4 7 -
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情 報 関係 基 礎

問 2 次 の文章の空欄  力  ～ Eサ コ
に入れるのに最も適当なものを,次 ベー

ジのそれぞれの解答群のうちから一つずつ選べ。

Sさ んは,問 1で計測及び計算した結果から, 3種 類のスロープがそれぞれ

の段差に設置できるかを検討することにした。そこで,表 2の ように,ワ ーク

シーート屁巨離計算表に行 8(勾酉己
ギ歩

の直進スローープ), 行 9(勾酉己
ギ井

の直進ス

ロープ),行 ■0修把己
1歩

の平行スロープ)を追力日し,そ れぞれのスロープが設

置できるかを表示することとした。

表 2 ワ ークシー ト距離計算表

A / / C / D / E / F / G

勾配の逆数 保健室 更衣室 図書室 I〕C教 室 食 堂

段の高さ力〔111〕

設置検討スペースにおける′〔111〕 3.50

設置検討スペースにおけるブ〔nl〕 6.00 10.00

勾配号の直進スロープ,巨離′m〕 6

勾配キの直進スロープ距離′m〕 2.30

勾配
号

の平行スロープ『巨離 れ 司

勾配t戸
の直進スロープ 設置可 設置可

勾配卓井の直進スロープ 設置可 設置可

勾配tァ
の平行スロープ 設置可 設置可

まず,勾配:歩
の直進ス回―プは,以下の二つの条件を両方満たす場合に設

置できる。

・設置検討スペースにおける勅 ,ゞ勾 配
号

の直進スロープ屁巨離 ′以上

。設置検討スペースにおけるブが,ス ロープの幅(1.51n)以上

これら二つの条件を両方とも満たし,設 置できる場合には文字列
“
設置可

Hを
表

示し,設 置できない場合には何も表示しないようにする。設置に必要な条件を

すべて満たすように,表 2の c8番 地に次の計算式を入力し,セ ル範囲D8～

G8に 複写した。

IF( 力  (匡 キ
],Eク ]),“

設 置 可
H,“H)

一- 48 -一
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1青報関係基礎

条8陪,堤魯櫓暑垢魯暑試.〔緞   『居j密艦漏層盈]五言P暑31暑楯轡
進ス回―プの場合と同様に,設 置できる場合には文字列

H設
置可

Hを
表示し,設

置できない場合には何も表示しないようにする。設置に必要な条件をすべて満

たすように,表 2の c9番 地に次の計算式を入力し,セ ル範囲D9～C9に 複写

した。

１

一
‐２

而
日勾

IF( 力  (C2く 〓0。■6, ケ  ,匠 豆=ヨ
),・設 置 可

“
,H")

の平行ス回―プは,以 下の二つの条件を両方満たす場合に設置でき

る。

・設置検討スペースにおけるすが,ス ロープの幅(1.5 n l )以上

・設置検討スペースにおけるダが,勾 配
t歩

の平行スロープ距離 ′2以上

これ ら二つの条件を両方とも満たし,設 置できる場合には文字列
H設

置可
Hを

表

示し,設 置できない場合には何も表示 しないようにする。設置に必要な条件

をすべて満たすように,表 2の c■o番 地に次の計算式を入力し,セ ル範囲

D■0～C■0に複写した。

IF( 力  (匡 コ
],E王 王 ]),"設

置 可
H,WH)

力  の 角弔答群

キ ,E豆=コ,E至王コの解答群

ク ,Eココの解答群

◎  AND        0 0R         ②  COUNTIF    ③  PICKUP

③

⑦

②

⑥

Ｏ

⑤

③

⑥

④

③

B    l '

C3>=C5

C3)=C7

C4>=C7

C3く =C5

C3く =C7

C4く =C7

C3)=C6

C4>=C5

C3く =C6

C4く =C5

◎ C3>=■.5  0 C3く ■.5   ②  C4>=■.5  ③  C4く■.5

- 4 9 -
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情 報 関係 基 礎

問 3次 の文章の空欄 Eシ ヨ
～  チ  に 入れるのに最も適当なものを,次 ベー

ジのそれぞれの解答群のうちから一つずつ選べ。

Sさ んは,各 段差にどの種類のスロープを設置したらよいかが一日でわかる

ように表 3ワークシー ト設置早見表を作成した。なお,複 数のスロープが設置

できる場合は,勾 酉己
t歩

の直進ス回―プ,勾 配
1罪

の直進ス回―プ,勾 酉己
号

の平行ス回―プの順に,優 先的に設置するものとする。

設置すべきスロープを表示するためには,表 2の行 8～行 ■0を 参照し,文

字列
“
設置可

い
が表示されている一番上のセルに対応するスロープの種類(セル

範囲A8～A■0)を表示すればよい。そこで,表 3の B2番 地に次の計算式を入

力し,セ ル範囲 C2～F2に 複写した。

PICKUP( シ  ,H設 置 可
H,Eス

コ
)

この とき,表 3の D2番 地 には  セ  が ,E 2番 地 には
E至 =コ

カミ,F 2番

地には  夕  が ,そ れぞれ表示される。

表 2(再 掲)ワ ークシー ト距離計算表

A / B / C / D / E / F / G

1 勾配の逆数 保健室 更衣室 図書室 I)C教室 食  堂

段の高さんmll〕

設置検討スペースにおける′〔nl〕

設置検討スペースにおけるダ〔nl〕 1 0 。( ) ( )

勾配号の直進スロープ『巨離rm〕 2.70

勾配キの直進スロープ『巨離Fm〕 8

勾配号の平行スロープ】巨離″m〕

勾配tァ
の直進スロープ 設置可 設置可

勾配卓井の直進スロープ 設置可 設置可

勾配tァ
の平行スロープ 設置可 設置可

表 3 ワ ークシー ト設置早見表

A B        /        C        /  D  /  E  /  F

保健室 更衣室 図書室 I〕C教 室 食 堂

設置スロープ 勾配
名

―の直進スロープ 勾配tァ
の直進スロープ セ

｀
ノ タ

- 5 0 -
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◎

②

④

距離計算表 !A8～A■0

距離計算表 iC8～C■0

距離計算表 !ゃc守8～母C串■0

距離計算表IゃA8～守A■0

距離計算表:守C8～やC■0

1青報関係基礎

セ ～Eタコの解答群

表 3で HエラーWが
表示される場合,い ずれの種類のスロープも設置できな

い段差があることがわかる。しかし,WエラーWという表示ではわか りにくいた

め,い ずれの種類のスロープも設置できない場合にはH代
替案要検討

Hと
表示す

ることにする。そのために,表 3の B2番 地の計算式を次のように修正し,セ

ル範囲 C2～F2に 複写した。

IF( チ  ,H代 替案 要検 討
",PIcKUP(匡

豆 ヨ ,W設 置可
H,[ス

ヨ ))

チ  の 角弔答群

◎ 空白

② 勾配名戸の直進スロープ

④ エラー

勾配ギ歩の直進スロープ
勾酉己T 捗

の平行スロープ

Ｏ

③

◎

Ｏ

②

③

④

⑤

C O U N T I F ( 屁 巨 離 計 算 表 I c 8 ～ G 8 , 1 1 日

B ) = 0

COUNTIF(距 離 言十算 表 !c8～ C■0,1118)=0

C O U N T I F (距 離 計 算 表 !c 8～ G 8 ,“エ ラ
ー M) = 0

C O U N T I F (距 離 計 算 表 ic 8～ C■0 , Wエ ラ
ー ‖

)= 0

COUNTIF(距離計算表!c8～G8,W設置可
")=0

COUNTIF(距離計算表!c8～C■0,“設置可
H)=0

- 5 1 -
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情報関係基礎

【使用する表計算ソフトウェアの説明】

四則演算記号 :四則演算記号として十,―,*,/を 用いる。

セル範囲 :開始のセル番地～終了のセル番地という形で指定する。

分数 :セル内においても分数形で表示する。例えば,二 分の一の場合
1井

と表示

する。

絶対参照 :セル番地の列,行 の文字や番号の前に記号串を付けて使う。

複写 :セルやセル範囲の参照を含む計算式を複写した場合,相 対的な位置関係を

保つように,参 照する列,行 が変更される。ただし,セ ル番地の列,行 の

文字や番号の前に記号串が付いている場合には,変 更されない。

ワークシー ト参照 :別のワークシー ト(例えば別表)中のセルやセル範囲を参照す

るには,別 表:B6あ るいは別表!B■～B6の ように,セ ル番地やセル範囲

の指定の前にワークシー ト名と記号1を付ける。

IF(条件式,式 ■,式 2):条 件式が成り立つ場合は式 ■の値となり,成 り立たな

い場合は式 2の 値となる。

AND(条 件式■,条 件式2,… ,条 件式n):条 件式 ■から条件式nの すべての条件

式が成り立つと,条 件が成 り立つ。

OR(条件式■,条 件式2,… ,条 件式n):条 件式 ■か ら条件式nの うち一つでも

成 り立つと,条 件が成り立つ。

COUNTIF(セ ル範囲,式 ):セ ル範囲中で式と等しい値を持つセルの数を求める。

例 え ば , 表 A で c o u N T I F ( A ■
～

A 6 , “ い
H ) は

3 , c o u N T I F ( A ■
～

A 6 , H あ
H )

は 0となる。

P I C K U P (セル範囲 ■,式 ,セ ル範囲 2 ) :セ ル範囲 ■中で式と等 しい値を持つ

セルのうち,最 初のセルに対応するセル範囲 2

中 の セ ル の値 を求 め る。例 え ば,表 Aで

PICKUP(A■
～

A6,Hい
H,c■ ～

c6)ヤ ま
‖
AHと な る 。

等しい値のセルがない場合は文字列HエラーHを

返す。

表A ワ ークシー トの例

A / B / C

れ 3 品

い A

だ 1 M

い 5 1 )

だ 2 I

い 6 I
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